
ガードチップとジャンパーチップの選択

Agilent Intuvo 9000 GC システムを使用するにあたり、ガードチップには 4 つの選択肢が
あります。スプリット/スプリットレス注入口用ガードチップまたはジャンパーチップ、マ
ルチモード注入口用ガードチップまたはジャンパーチップです。まず、Intuvo の構成が
スプリット/スプリットレス注入口であるか、マルチモード注入口であるかを確認します。
注入口を確認してから、ガードチップとジャンパーチップのいずれかを選ぶことになり
ますが、これにはいくつかのガイドラインがあります。この選択における最も重要な要
素は、サンプルのクリーンさです。クリーンなサンプル、入念なサンプル前処理によりク
リーンアップされたサンプルを扱うアプリケーション、ヘッドスペースサンプラ、パージ&
トラップまたは熱脱着装置を用いたアプリケーションの場合は、ジャンパーチップが使
用できます。ジャンパーチップはガードチップよりも流路が短いため、注入口からカラム
へとつながるシンプルなインターフェースの役目を果たします。マトリックスをトラップ
するガードカラムとしてはほとんど機能しませんが、流路の内径が小さいためサンプル
バンドの広がりが抑えられ、内径の小さなカラムを使う場合に有用となる場合が多い
です。

注入されるサンプルがクリーンでない場合や、マトリックスが残っている場合は、ガード
チップを選択する必要があります。流路が長く内径が大きいため、マトリックス由来の
成分を適切にトラップし、下流のコンポーネントを保護することができます。 

アプリケーションに合った
最適なガードチップの選択

ガードチップの選択方法と使用方法 

詳細については、以下をご覧ください。
www.agilent.com/chem/jp



ガードチップとジャンパーチップの使用方法

ガードチップやジャンパーチップは、Intuvo メソッドのパラメータの 1 つであり、GC を適
切に動作させるために設定する必要があります。ジャンパーチップは昇温モードで使
用することができ、注入口と同じ温度に保持できます (図 1)。 

図 1. このヘッドスペースメソッドでは、注入口と同じ温度の 110 ° C で 
ジャンパーチップを使用することを推奨します。

図 2. ガードチップをデフォルトのトラックオーブンモードで使用すると、 
マトリックストラッピング効果を最大限に発揮できます。

ガードチップの交換

ジャンパーチップを使用するアプリケー
ションでは、それほど頻繁に交換する必
要はありません。これらの分析の性質と
して、サンプルはクリーンであり、他のサ
ンプルのように短期間でシステムを汚す
ことはないため、ジャンパーチップは長
期にわたって使用できます。ガードチップ
は、サンプルが汚れている場合やマトリッ
クスが含まれている場合に使用します。
このため、ガードチップの交換は、クロマ
トグラフィーの信頼性を保持してシステ
ムの耐久性を確保するために必要なメン
テナンスステップです。マトリックスによっ
ては、従来の GC 使用条件でカラムをトリ
ミングするのと同じ間隔で Intuvo システ
ムのガードチップを交換することを推奨
します。例えば、確立済みのメソッドで 3 
日ごとにキャピラリカラムをトリミングし
ていた場合、ガードチップの交換も同様
に 3 日ごとに行います。継続的なキャリ
ブレーションや品質管理サンプルのモニ
タリングを目的とするアプリケーションを
含む SOP では、メンテナンススケジュー
ルはそれらの指標に基づいて設定する必
要があります。

結論

ジャンパーチップやガードチップの選択と
使用は、次のシンプルなルールに従って
決定することができます。

• 汚れたサンプルを分析するシステムで
は、ガードチップをご使用ください。

• マトリックスのあるサンプルでは、ガー
ドチップをトラックオーブンモードで使
用することを推奨します。

• ガードチップの交換は、従来のカラム
カットの周期に従って行います。キャピ
ラリカラムをカットするタイミングで、
ガードチップを交換します。

ジャンパーチップはマトリックス成分をトラップする役目を持たないため、一定温度で
デバイスを保持することで、最大限のスループットを実現できます。

ガードチップは多くの場合、トラックオーブンモードで使用します (図 2)。

このモードでは、ガードチップがカラムの昇温速度と同じ速度で自動的に昇温します。
新しい Intuvo メソッドの作成時、このモードはデフォルトの設定であり、メソッドを作成
する上でのスタートポイントとなります。ガードチップの昇温により、マトリックストラッ
ピングの効率が得られ、マトリックスによるカラムの汚染を防ぐ最適なメソッドが得られ
ます。
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